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(57)【要約】
【課題】触覚通知メッセージの通信を容易にするシステ
ムを提供する。
【解決手段】本システムは、ネットワーク内の器具から
触覚通知メッセージを受信する。この触覚通知メッセー
ジは、器具がイベントを検出したことを示している。本
システムは、この触覚通知メッセージがネットワーク内
の少なくとも１つの触覚通知デバイスに送信されること
を要する触覚通知メッセージであるか否かを更に判断す
る。本システムは、触覚通知メッセージが少なくとも１
つの触覚通知デバイスに送信されることを要する触覚通
知メッセージであるとの判断に応答して、ネットワーク
を用いて触覚通知メッセージを少なくとも１つの触覚通
知デバイスに更に送信し、この少なくとも１つの触覚通
知デバイスは、この触覚通知メッセージの受信に応答し
て触覚通知を生成する。
【選択図】図３



(2) JP 2017-1179 A 2017.1.5

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロセッサによって実行されると、該プロセッサに触覚通知メッセージの通信を容易に
させる命令が記憶されたコンピューター可読媒体であって、該容易にすることは、
　ネットワーク内の１つ又は複数の器具のうちの一器具から触覚通知メッセージを受信す
ることであって、該触覚通知メッセージは、該器具がイベントを検出したことを示すこと
と、
　前記触覚通知メッセージが前記ネットワーク内の１つ又は複数の触覚通知デバイスのう
ちの少なくとも１つの触覚通知デバイスに送信されることを要する触覚通知メッセージで
あるか否かを判断することと、
　前記触覚通知メッセージが少なくとも１つの触覚通知デバイスに送信されることを要す
る触覚通知メッセージであるとの判断に応答して、前記ネットワークを用いて前記触覚通
知メッセージを前記少なくとも１つの触覚通知デバイスに送信することと、
を含み、
　前記少なくとも１つの触覚通知デバイスは、前記触覚通知メッセージの受信に応答して
触覚通知を生成する、コンピューター可読媒体。
【請求項２】
　前記容易にすることは、
　前記１つ又は複数の器具を前記ネットワークに登録することと、
　前記１つ又は複数の触覚通知デバイスを前記ネットワークに登録することと、
を更に含む、請求項１に記載のコンピューター可読媒体。
【請求項３】
　前記ネットワーク内の前記１つ又は複数の器具を前記登録することは、１つ又は複数の
一意の器具識別子を前記１つ又は複数の器具に割り当てることを更に含み、
　前記ネットワーク内の前記１つ又は複数の触覚通知デバイスを前記登録することは、１
つ又は複数の一意の触覚通知デバイス識別子を前記１つ又は複数の触覚通知デバイスに割
り当てることを更に含む、請求項２に記載のコンピューター可読媒体。
【請求項４】
　前記触覚通知は触覚効果を含む、請求項１に記載のコンピューター可読媒体。
【請求項５】
　前記触覚通知メッセージは通知識別子を含む、請求項４に記載のコンピューター可読媒
体。
【請求項６】
　前記触覚通知メッセージが少なくとも１つの触覚通知デバイスに送信されることを要す
る触覚通知メッセージであるか否かを前記判断することは、
　前記通知識別子に基づいて前記触覚通知メッセージの通知タイプを判断することと、
　前記通知タイプが１つ又は複数の通知タイプの所定のセット内にあるか否かを判断する
ことと、
を更に含む、請求項５に記載のコンピューター可読媒体。
【請求項７】
　前記触覚効果は前記通知タイプに基づいている、請求項６に記載のコンピューター可読
媒体。
【請求項８】
　前記触覚効果は、振動触覚効果、変形触覚効果、又は静電摩擦触覚効果のうちの１つを
含む、請求項７に記載のコンピューター可読媒体。
【請求項９】
　前記触覚通知メッセージは少なくとも１つの触覚通知デバイス識別子を含む、請求項１
に記載のコンピューター可読媒体。
【請求項１０】
　前記触覚通知メッセージが少なくとも１つの触覚通知デバイスに送信されることを要す
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る触覚通知メッセージであるか否かを前記判断することは、
　前記少なくとも１つの触覚通知デバイスが前記少なくとも１つの触覚通知デバイス識別
子に基づいて前記ネットワークに登録されているか否かを判断すること、
を更に含む、請求項９に記載のコンピューター可読媒体。
【請求項１１】
　前記器具も、該器具が前記イベントを検出したことに応答して触覚通知を生成する、請
求項１に記載のコンピューター可読媒体。
【請求項１２】
　前記器具は、電気ドリル、電動ノコギリ、電動釘打ちガン、電動ナイフ、又は電動ハン
マーのうちの１つを含む、請求項１に記載のコンピューター可読媒体。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの触覚通知デバイスは、触覚効果を生成するように構成されたモバ
イルデバイス、触覚効果を生成するように構成されたウェアラブルデバイス、又は別の器
具のうちの少なくとも１つを含む、請求項１に記載のコンピューター可読媒体。
【請求項１４】
　前記イベントは、前記器具又は前記器具のコンポーネントの１つ又は複数の特性の変化
、目標距離への前記器具の運動、前記器具の所定の距離内での物体の出現、前記器具の対
象動作に対する前記器具のコンポーネントのサイズの不一致、又は前記器具の所定の距離
内でのユーザーの出現のうちの１つを含む、請求項１に記載のコンピューター可読媒体。
【請求項１５】
　前記容易にすることは、前記ネットワークを用いて、前記触覚通知メッセージを前記１
つ又は複数の器具のうちの少なくとも１つの他の器具に送信することを更に含み、
　前記少なくとも１つの他の器具は、前記触覚通知メッセージの受信に応答して触覚通知
を生成する、請求項１に記載のコンピューター可読媒体。
【請求項１６】
　触覚通知メッセージの通信を容易にするコンピューター実施方法であって、該コンピュ
ーター実施方法は、
　ネットワーク内の１つ又は複数の器具のうちの一器具から触覚通知メッセージを受信す
ることであって、該触覚通知メッセージは、該器具がイベントを検出したことを示すこと
と、
　前記触覚通知メッセージが前記ネットワーク内の１つ又は複数の触覚通知デバイスのう
ちの少なくとも１つの触覚通知デバイスに送信されることを要する触覚通知メッセージで
あるか否かを判断することと、
　前記触覚通知メッセージが少なくとも１つの触覚通知デバイスに送信されることを要す
る触覚通知メッセージであるとの判断に応答して、前記ネットワークを用いて前記触覚通
知メッセージを前記少なくとも１つの触覚通知デバイスに送信することと、
を含み、
　前記少なくとも１つの触覚通知デバイスは、前記触覚通知メッセージの受信に応答して
触覚通知を生成する、コンピューター実施方法。
【請求項１７】
　前記触覚通知は触覚効果を含み、
　前記触覚通知メッセージは通知識別子を含み、
　前記触覚通知メッセージが少なくとも１つの触覚通知デバイスに送信されることを要す
る触覚通知メッセージであるか否かを前記判断することは、
　前記通知識別子に基づいて前記触覚通知メッセージの通知タイプを判断することと、
　前記通知タイプが１つ又は複数の通知タイプの所定のセット内にあるか否かを判断する
ことと、
を更に含む、請求項１６に記載のコンピューター実施方法。
【請求項１８】
　前記触覚効果は、前記通知タイプに基づいており、
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　前記触覚効果は、振動触覚効果、変形触覚効果、又は静電摩擦触覚効果のうちの１つを
含む、請求項１７に記載のコンピューター実施方法。
【請求項１９】
　前記触覚通知メッセージは少なくとも１つの触覚通知デバイス識別子を含み、
　前記触覚通知メッセージが少なくとも１つの触覚通知デバイスに送信されることを要す
る触覚通知メッセージであるか否かを前記判断することは、
　前記少なくとも１つの触覚通知デバイス識別子に基づいて前記少なくとも１つの触覚通
知デバイスが前記ネットワークに登録されているか否かを判断することと、
を更に含む、請求項１６に記載のコンピューター実施方法。
【請求項２０】
　前記ネットワークを用いて、前記触覚通知メッセージを前記１つ又は複数の器具のうち
の少なくとも１つの他の器具に送信することを更に含み、
　前記少なくとも１つの他の器具は、前記触覚通知メッセージの受信に応答して触覚通知
を生成する、請求項１６に記載のコンピューター実施方法。
【請求項２１】
　触覚通知メッセージの通信を容易にするシステムであって、
　触覚通知通信モジュールを記憶するように構成されたメモリと、
　前記メモリに記憶された前記触覚通知通信モジュールを実行するように構成されたプロ
セッサと、
を備え、
　前記プロセッサは、前記触覚通知通信モジュールを実行すると、ネットワーク内の１つ
又は複数の器具のうちの一器具から触覚通知メッセージを受信するように構成され、前記
触覚通知メッセージは、前記器具がイベントを検出したことを示し、
　前記プロセッサは、前記触覚通知通信モジュールを実行すると、前記触覚通知メッセー
ジが前記ネットワーク内の１つ又は複数の触覚通知デバイスのうちの少なくとも１つの触
覚通知デバイスに送信されることを要する触覚通知メッセージであるか否かを判断するよ
うに更に構成され、
　前記プロセッサは、前記触覚通知通信モジュールを実行すると、前記触覚通知メッセー
ジが少なくとも１つの触覚通知デバイスに送信されることを要する触覚通知メッセージで
あるとの判断に応答して、前記ネットワークを用いて前記触覚通知メッセージを前記少な
くとも１つの触覚通知デバイスに送信するように更に構成され、
　前記少なくとも１つの触覚通知デバイスは、前記触覚通知メッセージの受信に応答して
触覚通知を生成する、システム。
【請求項２２】
　前記触覚通知は触覚効果を含み、
　前記触覚通知メッセージは通知識別子を含み、
　前記プロセッサは、前記触覚通知通信モジュールを実行すると、前記通知識別子に基づ
いて前記触覚通知メッセージの通知タイプを判断するように更に構成され、
　前記プロセッサは、前記触覚通知通信モジュールを実行すると、前記通知タイプが１つ
又は複数の通知タイプの所定のセット内にあるか否かを判断するように更に構成されてい
る、請求項２１に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記触覚効果は、前記通知タイプに基づいており、
　前記触覚効果は、振動触覚効果、変形触覚効果、又は静電摩擦触覚効果のうちの１つを
含む、請求項２２に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記触覚通知メッセージは、少なくとも１つの触覚通知デバイス識別子を含み、
　前記プロセッサは、前記触覚通知通信モジュールを実行すると、前記少なくとも１つの
触覚通知デバイスが前記少なくとも１つの触覚通知デバイス識別子に基づいて前記ネット
ワークに登録されているか否かを判断するように更に構成されている、請求項２１に記載
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のシステム。
【請求項２５】
　前記プロセッサは、前記触覚通知通信モジュールを実行すると、前記ネットワークを用
いて、前記触覚通知メッセージを前記１つ又は複数の器具のうちの少なくとも１つの他の
器具に送信するように更に構成され、
　前記少なくとも１つの他の器具は、前記触覚通知メッセージの受信に応答して触覚通知
を生成する、請求項２１に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　１つの実施の形態は、包括的には、システムを対象とし、より詳細には、通知メッセー
ジをデバイスに通信するシステムを対象とする。
【背景技術】
【０００２】
　電動器具を伴う状況において、電動器具は、その環境内のイベントを検出し、当該電動
器具のユーザーにそのイベントを通知する機能を有することができる。例えば、電気ドリ
ルは、そのバッテリーがまもなく切れることを検出することができ、視覚通知（電気ドリ
ルの取っ手内に視覚表示を表示すること等）又は聴覚通知（可聴ビープ雑音を出力するこ
と等）を用いて低バッテリーをユーザーに通知することができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、通知をユーザーに提供することは、そのユーザー及び現在そのユーザー
の手にある特定の電動器具に非常に限定されたものとなる可能性がある。さらに、通知を
必要とするそれぞれ異なるユーザー嗜好、それぞれ異なる器具、及びそれぞれ異なるイベ
ントが存在するときに、問題が生じる可能性がある。様々な通知を配信及び出力のために
抽象化することは困難である可能性がある。さらに、これらの問題は、電動器具によって
その環境内で検出されたイベントを複数のユーザーに同時に通知することが必要である場
合に、より複雑になる可能性がある。さらにまた、聴覚通知又は視覚通知がユーザーに役
立たない状況（例えば、騒音環境又はそれ以外の混沌とした環境）が存在する可能性があ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　１つの実施の形態は、触覚通知メッセージの通信を容易にするシステムである。本シス
テムは、ネットワーク内の器具から触覚通知メッセージを受信する。この触覚通知メッセ
ージは、器具がイベントを検出したことを示している。本システムは、この触覚通知メッ
セージがネットワーク内の少なくとも１つの触覚通知デバイスに送信されることを要する
触覚通知メッセージであるか否かを更に判断する。本システムは、触覚通知メッセージが
少なくとも１つの触覚通知デバイスに送信されることを要する触覚通知メッセージである
との判断に応答して、ネットワークを用いて触覚通知メッセージを少なくとも１つの触覚
通知デバイスに更に送信し、この少なくとも１つの触覚通知デバイスは、この触覚通知メ
ッセージの受信に応答して触覚通知を生成する。
【０００５】
　更なる実施形態、詳細、利点、及び変更は、添付図面とともに取り入れられる好ましい
実施形態の以下の詳細な説明から明らかになる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明の１つの実施形態による触覚通知通信システムを示す図である。
【図２】本発明の一実施形態による電動器具と触覚通知デバイスとの間の通信を示す図で
ある。
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【図３】本発明の一実施形態による触覚通知通信モジュールの機能のフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　１つの実施形態では、触覚通知通信システムが提供される。この触覚通知通信システム
は、電動器具が、通知（すなわち、「触覚通知」）としての機能を果たすことができる触
覚効果をユーザーに提供するために、当該電動器具の１人又は複数人のユーザーと通信す
ることができる相互接続された電動器具の枠組みを提供することができる。触覚通知は、
触覚通知デバイス又は電動器具自体を用いてユーザーに提供することができる。触覚通知
通信システム、電動器具及び／又は触覚通知デバイスは、コンピューターネットワーク又
は他の或るタイプのデータネットワーク等のネットワークを介して互いに動作可能に接続
することができる。電動器具は、それらの環境を検出することができるとともに、ネット
ワークを介して触覚通知メッセージを触覚通知通信システムに更に提供することができる
「知的」電動器具とすることができる。
【０００８】
　触覚通知通信システムは、その後、触覚通知メッセージを触覚通知デバイスに送信する
ことができ、触覚通知デバイスは、振動触覚効果、変形触覚効果、又は静電摩擦触覚効果
等の触覚効果を生成することができる。代替的に又は付加的に、触覚通知通信システムは
、触覚通知メッセージを他の電動器具に送信することができ、これらの他の電動器具も、
振動触覚効果、変形触覚効果、又は静電摩擦触覚効果等の触覚効果を生成することができ
る。触覚通知通信システムは、電動器具から受信された触覚通知メッセージが触覚通知デ
バイス及び／又は電動器具に伝播されるべきタイプの触覚通知メッセージであるか否かを
更に判断することができる。触覚通知通信システムは、触覚通知メッセージがどの触覚通
知デバイス及び／又は電動器具に伝播されるのかも判断することができる。
【０００９】
　したがって、１つの実施形態では、第１の電動器具が、当該第１の電動器具が通知を第
１のユーザー及び第２のユーザーに提供すべきイベントを検出する。第１のユーザー及び
第２のユーザーはそれぞれ、ネットワークに登録されたデバイスを有する。一例として、
第１のユーザーは、ネットワークに登録された第２の電動器具を有し、第２のユーザーは
、ネットワーク内で登録されたウェアラブルデバイスを有する。第１の電動器具は、第１
のユーザーの第２の電動器具と第２のユーザーのウェアラブルデバイスとに触覚通知メッ
セージを送信する。第２の電動器具及びウェアラブルデバイスはそれぞれ、触覚通知メッ
セージを受信し、触覚通知メッセージ内に含まれる通知識別子を識別し、触覚通知（例え
ば、触覚効果）を生成する。第１のユーザーは、第２の電動器具を通じてこの触覚通知を
体験し、第２のユーザーは、ウェアラブルデバイスを通じてこの触覚通知を体験する。
【００１０】
　例えば、一例示の実施形態によれば、電動器具（例えば、電気ドリル）は、そのバッテ
リーの電力がまもなく切れることを検出する。電動器具は、ネットワークを介して触覚通
知メッセージを触覚通知通信システムに送信する。この触覚通知メッセージは、電動器具
のバッテリーの電力がまもなく切れることをユーザーに通知し、この触覚通知メッセージ
は、第１のユーザー及び第２のユーザーに送信されるように意図されている。触覚通知通
信システムは、この触覚通知メッセージが第１のユーザー及び第２のユーザーに伝播され
るべきタイプの触覚通知メッセージであると判断することができる。触覚通知通信システ
ムは、第１のユーザー及び第２のユーザーがそれぞれ、ネットワーク上で登録された触覚
通知デバイスを有すると更に判断することができ、第１のユーザーは、ウェアラブルデバ
イスである触覚通知デバイスから触覚通知を受け取ることを好み、第２のユーザーは、モ
バイルデバイスである触覚通知デバイスから触覚通知を受け取ることを好む。
【００１１】
　触覚通知通信システムは、その後、ネットワークを介して触覚通知メッセージを第１の
ユーザーに送信し、第１のユーザーは、ウェアラブルデバイスである触覚通知デバイスを
介して触覚通知を受け取る。より具体的に言えば、ウェアラブルデバイスは、触覚通知メ
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ッセージを受信し、この受信された触覚通知メッセージに基づいて触覚効果を生成し、こ
の触覚効果は、検出されたイベントを第１のユーザーに通知する。触覚通知通信システム
は、ネットワークを介して触覚通知メッセージを第２のユーザーに更に送信し、第２のユ
ーザーは、モバイルデバイスである触覚通知デバイスを介して触覚通知を受け取る。より
具体的に言えば、モバイルデバイスは、触覚通知メッセージを受信し、この受信された触
覚通知メッセージに基づいて触覚効果を生成し、この触覚効果は、検出されたイベントを
第２のユーザーに通知する。
【００１２】
　別の例として、別の例示の実施形態によれば、電動器具（例えば、電気パン）は、当該
電動器具が始動されてから所定の所要時間（例えば、１０分）が経過したことを検出する
。電動器具は、ネットワークを介して触覚通知メッセージを触覚通知通信システムに送信
する。この触覚通知メッセージは、所定の所要時間が満了したことをユーザーに通知する
とともに、電動器具がオフにされない場合には食物が焦げるおそれがあることを更に示し
、この触覚通知メッセージは、第１のユーザー及び第２のユーザーに送信されるように意
図されている。
【００１３】
　触覚通知通信システムは、上記触覚通知メッセージが第１のユーザー及び第２のユーザ
ーに伝播されるべきタイプの触覚通知メッセージであると更に判断することができる。触
覚通知通信システムは、ネットワークを介して触覚通知メッセージを第１のユーザーに送
信し、第１のユーザーは、ウェアラブルデバイスである触覚通知デバイスを介して触覚通
知を受け取る。より具体的に言えば、ウェアラブルデバイスは、触覚通知メッセージを受
信し、この受信された触覚通知メッセージに基づいて触覚効果を生成し、この触覚効果は
、検出されたイベントを第１のユーザーに通知する。触覚通知通信システムは、ネットワ
ークを介して触覚通知メッセージを第２のユーザーに更に送信し、第２のユーザーは、触
覚通知を別の電動器具（例えば、電動ナイフ（electric knife：電気メス）を介して受け
取る。より具体的に言えば、電動器具は、触覚通知メッセージを受信し、この受信された
触覚通知メッセージに基づいて触覚効果を生成し、この触覚効果は、検出されたイベント
を第２のユーザーに通知する。
【００１４】
　別の例として、別の例示の実施形態によれば、第１の作業者が、電動器具（例えば、電
気ドリル）を用いて木材の内部に穴を作製している。この木材は、予想されるほど厚くな
く、電動器具のコンポーネント（例えば、電気ドリルのドリルビット）は、木材をまもな
く貫通するところである。さらに、第２の作業者が、その木材の背後に立っている。電動
器具は、触覚通知メッセージをネットワークに送信し、当該電動器具及び第２のユーザー
のウェアラブル触覚通知デバイスに触覚通知を生成させる。第１の作業者及び第２の作業
者の双方が触覚通知を受け取る。第１の作業者は、電動器具を介して触覚通知を受け取る
。第２の作業者は、ウェアラブル触覚通知デバイスを介して触覚通知を受け取る。
【００１５】
　図１は、本発明の１つの実施形態による触覚通知通信システム１０の図を示している。
触覚通知通信システム１０は、以下でより詳細に説明するように、触覚通知メッセージの
通信を容易にする機能を提供するサーバー等の任意のタイプのコンピューターシステムと
することができる。単一のシステムとして示されているが、触覚通知通信システム１０の
機能は、分散システムとして実施することができる。触覚通知通信システム１０は、情報
を処理するように構成されたプロセッサ１１を備え、プロセッサ１１は、情報を通信する
ように構成されたバス又は他の通信メカニズム（図１に図示せず）に結合することができ
る。プロセッサ１１は、任意のタイプの汎用プロセッサ又は専用プロセッサとすることが
できる。触覚通知通信システム１０は、情報と、プロセッサ１１によって実行される命令
とを記憶するメモリ１４を更に備える。メモリ１４は、ランダムアクセスメモリ（「ＲＡ
Ｍ」）、読み出し専用メモリ（「ＲＯＭ」）、磁気ディスク若しくは光ディスク等のスタ
ティック記憶装置、又は他の任意のタイプのコンピューター可読媒体の任意の組み合わせ
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で構成することができる。
【００１６】
　コンピューター可読媒体は、プロセッサ１１がアクセスすることができる任意の利用可
能な媒体とすることができ、揮発性媒体及び不揮発性媒体の双方、着脱可能媒体及び着脱
不能媒体の双方、通信媒体、並びに記憶媒体を含むことができる。通信媒体は、コンピュ
ーター可読命令、データ構造体、プログラムモジュール、又は搬送波等の変調データ信号
若しくは他の搬送メカニズムによる他のデータを含むことができ、当該技術分野において
知られている他の任意の形態の情報配信媒体を含むことができる。記憶媒体は、ＲＡＭ、
フラッシュメモリ、ＲＯＭ、消去可能プログラマブル読み出し専用メモリ（「ＥＰＲＯＭ
」）、電気的消去可能プログラマブル読み出し専用メモリ（「ＥＥＰＲＯＭ」）、レジス
タ、ハードディスク、着脱可能ディスク、コンパクトディスク読み出し専用メモリ（「Ｃ
Ｄ－ＲＯＭ」）、又は当該技術分野において知られている他の任意の形態の記憶媒体を含
むことができる。
【００１７】
　１つの実施形態では、メモリ１４は、プロセッサ１１によって実行されると機能を提供
するソフトウェアモジュールを記憶する。これらのモジュールは、以下でより詳細に開示
するように、触覚通知メッセージの通信を容易にする触覚通知通信モジュール１６を含む
。幾つかの特定の実施形態では、触覚通知通信モジュール１６は、複数のモジュールを含
むことができ、各モジュールは、触覚通知メッセージの通信を容易にする特定の個別の機
能を提供する。触覚通知通信システム１０は、通常、Immersion CorporationによるInteg
rator（商標）ソフトウェア等の追加の機能を含む１つ又は複数の追加のアプリケーショ
ンモジュール１８を含む。
【００１８】
　触覚通知通信システム１０は、赤外線通信、無線通信、Ｗｉ－Ｆｉ通信、又はセルラー
ネットワーク通信等のモバイル無線ネットワーク通信を提供するネットワークインターフ
ェースカード等の通信デバイス１９を更に備える。他の実施形態では、通信デバイス１９
は、イーサネット接続又はモデム等の有線ネットワーク接続を提供する。
【００１９】
　触覚通知通信システム１０は、ネットワーク２０に動作可能に更に結合されている。ネ
ットワーク２０は、インターネットに直接接続することができるコンピューターネットワ
ーク、インターネットに間接接続することができるコンピューターネットワーク、又はイ
ンターネットに全く接続することができないコンピューターネットワークである。ネット
ワーク２０は、ローカルエリアネットワーク（「ＬＡＮ」）、ワイドエリアネットワーク
（「ＷＡＮ」）、パーソナルエリアネットワーク（「ＰＡＮ」）、ホームエリアネットワ
ーク（「ＨＡＮ」）、キャンパスエリアネットワーク（「ＣＡＮ」）、メトロポリタンエ
リアネットワーク（「ＭＡＮ」）、グローバルエリアネットワーク（「ＧＡＮ」）、スト
レージエリアネットワーク（「ＳＡＮ」）、仮想プライベートネットワーク（「ＶＰＮ」
）、無線ネットワーク、無線ＬＡＮ、ＨｏｍｅＰＮＡ、電力線通信ネットワーク、Ｇ．ｈ
ｎネットワーク、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈネットワーク、光ファイバーネットワーク、イーサ
ネットネットワーク、アクティブネットワーキングネットワーク、クライアントサーバー
ネットワーク、ピアツーピアネットワーク、バスネットワーク、スターネットワーク、リ
ングネットワーク、メッシュネットワーク、スターバスネットワーク、ツリーネットワー
ク、階層トポロジーネットワーク、又は当該技術分野において知られている他の任意のタ
イプのコンピューターネットワークとすることができる。
【００２０】
　図示した実施形態によれば、電動器具３０、４０、及び５０も、ネットワーク２０に動
作可能に結合されている。電動器具３０、４０、及び５０は、電力源又は電気的メカニズ
ム等の非手動の電力源又はメカニズムによって作動されるように構成されているとともに
、外部又は内部のイベントを検出するように更に構成されている電動器具である。電動器
具３０、４０、及び５０は、ネットワーク２０内で触覚通知メッセージを送信するように
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更に構成することができる。電動器具の例は、電気ドリル、電動ノコギリ、電動釘打ちガ
ン、電動ナイフ、電動ハンマー、電気パン等を含むことができる。電動器具は、「器具」
又は「デバイス」として識別することもできる。電動器具は、図２とともに以下でより詳
細に更に説明される。当業者であれば、ネットワーク２０に動作可能に結合された電動器
具の数がこの例示の実施形態による一例示の数であり、代替の実施形態では、任意の数の
電動器具をネットワーク２０に動作可能に結合することができることを容易に理解するで
あろう。
【００２１】
　図示した実施形態によれば、触覚通知デバイス６０及び７０も、ネットワーク２０に動
作可能に結合されている。触覚通知デバイス６０及び７０は、これらの触覚通知デバイス
が、ユーザーへの触覚通知としての機能を果たすことができる触覚効果を生成するメカニ
ズムを備えることを意味する「触覚的にイネーブルにされる」デバイスである。触覚通知
デバイス６０及び７０は、ネットワーク２０を介して電動器具３０、４０、及び５０から
触覚通知メッセージを受信し、これらの触覚通知メッセージに応答してかつこれらの触覚
通知メッセージに基づいて触覚通知を生成するように更に構成することができる。１つの
タイプの触覚通知デバイスは、モバイルデバイスとすることができる。モバイルデバイス
の例は、スマートフォン、タブレット、ラップトップコンピューター、パーソナルコンピ
ューター、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）等を含むことができる。別のタイプの触覚通知デ
バイスは、ウェアラブルデバイスとすることができる。ウェアラブルデバイスの例は、リ
ストバンド、ヘッドバンド、眼鏡、リング、レッグバンド、衣服に一体化されたアレイ、
ユーザーが身体に着用することができるか又はユーザーによって保持することができる他
のタイプのデバイス等を含むことができる。触覚通知デバイスは、図２とともに以下でよ
り詳細に更に説明される。当業者であれば、ネットワーク２０に動作可能に結合された触
覚通知デバイスの数がこの例示の実施形態による一例示の数であり、代替の実施形態では
、任意の数の触覚通知デバイスをネットワーク２０に動作可能に結合することができるこ
とを容易に理解するであろう。さらに、代替の実施形態では、触覚通知デバイスは、電動
器具に取り替えることができ、この電動器具は、電動器具３０、４０、及び５０からネッ
トワーク２０を介して触覚通知メッセージを受信し、この触覚通知メッセージに応答して
かつこの触覚通知メッセージに基づいて触覚通知を生成するように構成されている。
【００２２】
　一実施形態によれば、触覚通知通信システム１０は、一意の電動器具識別子を電動器具
３０、４０、及び５０に割り当てることによって、電動器具３０、４０、及び５０をネッ
トワーク２０に登録することができる。１つの実施形態では、この一意の電動器具識別子
は、電動器具のインターネットプロトコル（「ＩＰ」）アドレスとすることができる。さ
らに、この実施形態によれば、触覚通知通信システム１０は、一意の触覚通知デバイス識
別子を触覚通知デバイス６０及び７０に割り当てることによって、触覚通知デバイス６０
及び７０をネットワーク２０に更に登録することができる。１つの実施形態では、この一
意の触覚通知デバイス識別子は、触覚通知デバイスのＩＰアドレスとすることができる。
【００２３】
　さらに、一実施形態によれば、触覚通知通信システム１０は、電動器具３０、４０、及
び５０と触覚通知デバイス６０及び７０との間の触覚通知メッセージの通信を容易にする
ことができる。より具体的に言えば、触覚通知通信システム１０は、電動器具３０、４０
、及び５０によってネットワーク２０を介して送信される触覚通知メッセージを受信する
ことができる。触覚通知通信システム１０は、触覚通知メッセージがネットワーク２０内
の他のエンティティ（例えば、電動器具３０、４０、及び５０、並びに触覚通知デバイス
６０及び７０のうちの任意のもの）に伝播されるか又は別の方法で送信されることを要す
るか否かを更に判断することができる。１つの実施形態では、各触覚通知メッセージは、
通知タイプを含み、触覚通知通信システム１０は、各触覚通知メッセージの通知タイプを
判断することができる。触覚通知通信システム１０は、各触覚通知メッセージの判断され
た通知タイプを通知タイプの所定のセットと更に比較することができる。この通知タイプ



(10) JP 2017-1179 A 2017.1.5

10

20

30

40

50

の所定のセットは、ネットワーク２０内の他のエンティティのうちの１つ、幾つか、又は
全て（例えば、電動器具３０、４０、及び５０、並びに触覚通知デバイス６０及び７０の
うちの任意のもの）にネットワーク２０を介して送信されることを要する触覚通知メッセ
ージのセットを規定する。触覚通知メッセージが送信されることを要するとの判断に応答
して、触覚通知通信システム１０は、ネットワーク２０内の他のエンティティのうちの任
意のもの（例えば、電動器具３０、４０、及び５０、並びに触覚通知デバイス６０及び７
０のうちの任意のもの）にネットワーク２０を介して触覚通知メッセージを更に送信する
ことができる。この触覚通知メッセージの通信は、図２とともに以下でより詳細に更に説
明される。
【００２４】
　この実施形態によれば、触覚通知通信システムは、触覚通知メッセージのフォーマット
を介して通信プロトコルを確立することができる。１つの実施形態では、触覚通知メッセ
ージのフォーマットは、触覚通知メッセージを一意に識別する一意の識別子である通知識
別子を含むことができる。さらに、この実施形態によれば、通知識別子は、触覚通知メッ
セージの通知タイプを識別する通知タイプ識別子を含むことができる。さらに、１つの実
施形態では、触覚通知メッセージのフォーマットは、触覚通知メッセージの対象受信者を
識別する１つ又は複数の触覚通知デバイス識別子を更に含むことができる。これらの対象
受信者は触覚通知デバイスである。付加的に又は代替的に、触覚通知メッセージのフォー
マットは、触覚通知メッセージの対象受信者を識別する１つ又は複数の電動器具識別子を
更に含むことができる。これらの対象受信者は他の電動器具である。触覚通知メッセージ
のフォーマットは、図２とともに以下でより詳細に更に説明される。
【００２５】
　１つの実施形態では、前述したように、触覚通知通信システム１０は、各触覚通知メッ
セージの判断された通知タイプを通知タイプの所定のセットと比較することができる。こ
の実施形態によれば、触覚通知通信システム１０は、ユーザーの注意を要する可能性があ
る電動器具を伴うイベントをユーザーに通知する通知のタイプを含むように通知タイプの
セットを規定することができる。触覚通知通信システム１０が通知タイプの所定のセット
として規定することができる一例示の通知タイプのセットは、１つの例示の実施形態では
、次の通知、すなわち、電動器具のステータス（例えば、バッテリー切れ、電動器具オー
バーヒート等）の通知、電気ドリル若しくは他の或る電動器具が目標距離に到達した後に
穿孔若しくは他の或る動作の実行を停止する通知、ユーザーが電動器具を用いて動作を行
うこと（例えば、ネジのネジ山をすり減らすこと等）を防止する通知、安全に基づく通知
（例えば、電動器具がまもなく故障する、ユーザーの親指が電動器具に近すぎる等）、電
動器具のコンポーネント（例えば、ビット、ノコギリ等）が鈍いとの通知若しくはそれ以
外に交換する必要があるとの通知、電動器具のコンポーネント（例えば、ネジ等）が対象
動作に正しいサイズでない（例えば、長すぎる等）との通知、障害物（例えば、節、釘等
）が電動器具によって検出されたとの通知、又は電動器具のコンポーネント（例えば、ビ
ット、ネジ、ノコギリ等）がオーバーヒートしているとの通知を含むことができる。通知
タイプの所定のセットは、図２とともに以下でより詳細に更に説明される。
【００２６】
　さらに、この実施形態によれば、ネットワーク２０内のエンティティ（例えば、電動器
具３０、４０、及び５０、並びに触覚通知デバイス６０及び７０のうちの任意のもの）は
、受信された触覚通知メッセージに基づいて、ユーザーへの適切な触覚通知（例えば、適
切な触覚効果）を生成することができる。エンティティは、触覚通知メッセージを受信し
、この触覚通知メッセージの通知識別子を判断することができる。エンティティは、この
触覚通知メッセージの通知タイプを更に判断することができる。この通知タイプは、通知
識別子内に含めることができる。エンティティは、その後、判断された通知タイプに基づ
いて適切な触覚通知（例えば、適切な触覚効果）を選択することができ、次いで、ユーザ
ーへの選択された触覚通知（例えば、選択された触覚効果）を生成することができる。こ
の触覚通知の生成は、図２とともに以下でより詳細に更に説明される。
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【００２７】
　図２は、本発明の一実施形態による電動器具２１０と触覚通知デバイス２２０との間の
通信の図を示している。電動器具２１０は、図１とともに前述したとおりの電動器具であ
る。１つの実施形態では、電動器具２１０は、図１の電動器具３０、４０、又は５０のう
ちの１つと同一とすることができる。電動器具２１０は、情報を処理するように構成され
たプロセッサ２１１を備え、プロセッサ２１１は、情報を通信するように構成されたバス
又は他の通信メカニズム（図２に図示せず）に結合することができる。プロセッサ２１１
は、任意のタイプの汎用プロセッサ又は専用プロセッサとすることができる。電動器具２
１０は、赤外線通信、無線通信、Ｗｉ－Ｆｉ通信、又はセルラーネットワーク通信等のモ
バイル無線ネットワーク通信を提供するネットワークインターフェースカード等の通信デ
バイス２１２を更に備える。他の実施形態では、通信デバイス２１２は、イーサネット接
続又はモデム等の有線ネットワーク接続を提供する。
【００２８】
　電動器具２１０は、センサー２１３を更に備える。センサー２１３は、或る形態のエネ
ルギー又は他の物理的性質を検出するように構成することができる。この物理的性質は、
音、運動、加速度、生体信号、距離、流量、力／圧力／応力変形／屈曲、湿度、線形位置
、方位／勾配、無線周波数、回転位置、回転速度、スイッチの操作、温度、振動、又は可
視光強度等であるが、これらに限定されるものではない。センサー２１３は、検出された
エネルギー又は他の物理的性質を、電気信号又は仮想センサー情報を表す任意の信号に変
換するように更に構成することができる。センサー２１３は、任意のデバイスとすること
ができ、この任意のデバイスは、加速度計、心電計、脳電計、筋電計、眼電計、電気口蓋
計、電気皮膚反応センサー、静電容量センサー、ホール効果センサー、赤外線センサー、
超音波センサー、圧力センサー、光ファイバーセンサー、撓みセンサー（又は屈曲センサ
ー）、力検知抵抗器、ロードセル、ＬｕＳｅｎｓｅ　ＣＰＳ２１５５、小型圧力トランス
デューサー、圧電センサー、応力変形ゲージ、湿度計、線形位置タッチセンサー、線形ポ
テンショメーター（又はスライダー）、線形可変差動変圧器、コンパス、傾斜計、磁気タ
グ（又は無線周波数識別タグ）、ロータリーエンコーダー、ロータリーポテンショメータ
ー、ジャイロスコープ、オンオフスイッチ、温度センサー（サーモメーター、熱電対、抵
抗温度検出器、サーミスタ、又は温度変換集積回路等）、マイクロフォン、光度計、高度
計、生体モニター、カメラ、又は光依存抵抗器等であるが、これらに限定されるものでは
ない。代替の実施形態では、器具２１０は、センサー２１３に加えて、１つ又は複数の追
加のセンサー（図２に図示せず）を備えることができる。これらの実施形態のうちの幾つ
かでは、センサー２１３及び１つ又は複数の追加のセンサーは、センサーアレイ又はセン
サーの他の或るタイプの集合体の一部とすることができる。
【００２９】
　１つの実施形態では、電動器具２１０は、アクチュエーター２１４を更に備えることが
できる。プロセッサ２１１は、生成された触覚効果と関連付けられた触覚信号をアクチュ
エーター２１４に送信することができ、このアクチュエーターは、次に、振動触覚効果、
静電摩擦触覚効果、又は変形触覚効果等の触覚効果を出力する。アクチュエーター２１４
は、アクチュエーター駆動回路を備える。アクチュエーター２１４は、例えば、電気モー
ター、電磁気アクチュエーター、ボイスコイル、形状記憶合金、電気活性ポリマー、ソレ
ノイド、偏心回転質量モーター（「ＥＲＭ」）、線形共振アクチュエーター（「ＬＲＡ」
）、圧電アクチュエーター、高帯域幅アクチュエーター、電気活性ポリマーアクチュエー
ター（「ＥＡＰアクチュエーター」）、マクロファイバー複合アクチュエーター（「ＭＦ
Ｃアクチュエーター」）、静電摩擦ディスプレイ、又は超音波振動ジェネレーターとする
ことができる。代替の実施形態では、器具２１０は、アクチュエーター２１４に加えて、
１つ又は複数の追加のアクチュエーター（図２に図示せず）を備えることができる。アク
チュエーター２１４は、触覚出力デバイスの一例であり、触覚出力デバイスは、駆動信号
に応答して振動触覚効果、静電摩擦触覚効果、又は変形触覚効果等の触覚効果を出力する
ように構成されたデバイスである。代替の実施形態では、アクチュエーター２１４は、他
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【００３０】
　触覚通知デバイス２２０は、図１とともに前述したように、触覚的にイネーブルにされ
、受信された触覚通知メッセージに応答してかつこれらの触覚通知メッセージに基づいて
触覚通知を生成するデバイスである。１つの実施形態では、触覚通知デバイス２２０は、
図１の触覚通知デバイス６０又は７０のうちの一方と同一とすることができる。触覚通知
デバイス２２０は、情報を処理するように構成されたプロセッサ２２１を備え、プロセッ
サ２２１は、情報を通信するように構成されたバス又は他の通信メカニズム（図２に図示
せず）に結合することができる。プロセッサ２２１は、任意のタイプの汎用プロセッサ又
は専用プロセッサとすることができる。触覚通知デバイス２２０は、赤外線通信、無線通
信、Ｗｉ－Ｆｉ通信、又はセルラーネットワーク通信等のモバイル無線ネットワーク通信
を提供するネットワークインターフェースカード等の通信デバイス２２２を更に備える。
他の実施形態では、通信デバイス２２２は、イーサネット接続又はモデム等の有線ネット
ワーク接続を提供する。
【００３１】
　１つの実施形態では、触覚通知デバイス２２０は、グラフィカル表現又はユーザーイン
ターフェースをユーザーに表示する液晶ディスプレイ（「ＬＣＤ」）等のディスプレイ２
２３を備えることができる。ディスプレイ２２３は、プロセッサ２２１に対して信号を送
受信するように構成されたタッチ画面等のタッチセンシティブ入力デバイスとすることが
でき、マルチタッチタッチ画面とすることができる。
【００３２】
　触覚通知デバイス２２０は、アクチュエーター２２４を更に備える。プロセッサ２２１
は、生成された触覚効果と関連付けられた触覚信号をアクチュエーター２２４に送信する
ことができ、このアクチュエーターは、次に、振動触覚効果、静電摩擦触覚効果、又は変
形触覚効果等の触覚効果を出力する。代替の実施形態では、触覚通知デバイス２２０は、
アクチュエーター２２４に加えて、１つ又は複数の追加のアクチュエーター（図２に図示
せず）を備えることができる。アクチュエーター２２４は、触覚出力デバイスの一例であ
り、触覚出力デバイスは、駆動信号に応答して振動触覚効果、静電摩擦触覚効果、又は変
形触覚効果等の触覚効果を出力するように構成されたデバイスである。代替の実施形態で
は、アクチュエーター２２４は、他の或るタイプの触覚出力デバイスに取り替えることが
できる。
【００３３】
　一実施形態によれば、電動器具２１０のセンサー２１３は、イベントを検出するように
構成することができる。より具体的に言えば、センサー２１３は、電動器具２１０の環境
を検出するように構成することができ、その環境内で発生するイベントを検出するように
更に構成することができる。このイベントは、電動器具２１０の外部又は電動器具２１０
の内部のものとすることができる。電動器具２１０のセンサー２１３が検出することがで
きる例示のイベントのリストは、１つの例示の実施形態では、以下のイベント、すなわち
、電動器具２１０若しくは電動器具２１０のコンポーネントの１つ若しくは複数の特性の
変化（例えば、電動器具２１０のバッテリー切れ、電動器具２１０のオーバーヒート、電
動器具２１０がまもなく故障すること等）、電動器具２１０の目標距離への運動、電動器
具２１０の所定の距離内での物体の出現、電動器具２１０の対象動作に対する電動器具２
１０のコンポーネントのサイズの不一致、又は電動器具２１０の所定の距離内でのユーザ
ーの出現を含むことができる。
【００３４】
　一例示の実施形態による例示のイベントの拡張リストを以下に提供する。
【００３５】



(13) JP 2017-1179 A 2017.1.5

10

20

30

40

【表１】



(14) JP 2017-1179 A 2017.1.5

10

20

30

40

【表２－１】



(15) JP 2017-1179 A 2017.1.5

10

20

30

40

【表２－２】
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【表２－３】

【００３６】
　センサー２１３によって検出されたイベントに応答して、電動器具２１０は、触覚通知
メッセージ２３０を生成することができる。触覚通知メッセージ２３０は、電動器具２１
０のセンサー２１３が特定のイベントを検出したことを示すメッセージである。一実施形
態によれば、触覚通知メッセージ２３０は、当該触覚通知メッセージ２３０を一意に識別
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する通知識別子を含むことができる。この実施形態によれば、通知識別子は、触覚通知メ
ッセージ２３０の通知タイプを識別する通知タイプ識別子を含むことができ、通知タイプ
は、電動器具２１０によって検出されたイベントのタイプを識別し、通知タイプは、ユー
ザーに通信される通知のタイプを更に識別する。さらに、一実施形態によれば、触覚通知
メッセージ２３０は、対象受信者である１つ又は複数の触覚通知デバイスを一意に識別す
る１つ又は複数の触覚通知デバイス識別子を含むことができる。付加的に又は代替的に、
触覚通知メッセージ２３０は、対象受信者である１つ又は複数の電動器具を一意に識別す
る１つ又は複数の電動器具識別子を含むことができる。一例示の実施形態による触覚通知
メッセージ２３０の一例示のフォーマットを以下に提供する。
［通知識別子（通知タイプ識別子を含む）
　　触覚通知デバイス識別子１
　　触覚通知デバイス識別子２
　　．．．
　　触覚通知デバイス識別子ｘ

　　電動器具識別子１
　　電動器具識別子２
　　．．．
　　電動器具識別子ｘ］
【００３７】
　図示した実施形態では、触覚通知メッセージ２３０は、触覚通知デバイス２２０を一意
に識別する触覚通知デバイス識別子を含むことができる。
【００３８】
　触覚通知メッセージ２３０を生成した後、電動器具２１０の通信デバイス２１２は、触
覚通知メッセージ２３０を触覚通知通信システム（図２に図示せず）にネットワーク（同
じく図２に図示せず）を介して送信することができる。電動器具２１０及び触覚通知デバ
イス２２０は、ネットワークに登録されている。触覚通知メッセージ２３０を受信した後
、触覚通知通信システムは、触覚通知メッセージ２３０が、触覚通知デバイス２２０等の
、ネットワーク内で登録された１つ又は複数のデバイスに送信されるべきであるか否かを
判断することができる。
【００３９】
　１つの実施形態では、触覚通知通信システムは、触覚通知メッセージ２３０の通知識別
子から通知タイプ識別子を取り出すことができ、この受信された通知タイプ識別子に基づ
いて触覚通知メッセージ２３０の通知タイプを更に判断することができる。触覚通知通信
システムは、触覚通知メッセージ２３０の判断された通知タイプを通知タイプの所定のセ
ットと更に比較することができる。この通知タイプの所定のセットは、ネットワークを介
して触覚通知デバイス（触覚通知デバイス２２０等）に送信されるべき触覚通知メッセー
ジのセットを規定する。１つの実施形態では、触覚通知デバイスに送信されるべき触覚通
知メッセージのセットは、触覚通知を１人又は複数人のユーザーに送信することを要する
重要なイベントとみなされる電動器具のセンサー（例えば、電動器具２１０のセンサー２
１３）によって検出されたイベントをユーザーに通知する触覚通知メッセージを含むこと
ができる。そのような重要なイベントは、上記で前述した例示のイベントを含むことがで
き、このため、触覚通知メッセージのセットは、上記で前述した例示のイベントをユーザ
ーに通知する触覚通知メッセージを含むことができる。判断された通知タイプが通知タイ
プの所定のセット内にある場合、触覚通知通信システムは、触覚通知メッセージ２３０が
１つ又は複数のデバイスに送信されるべきであると判断することができる。判断された通
知タイプが通知タイプの所定のセット内にない場合、触覚通知通信システムは、触覚通知
メッセージ２３０が１つ又は複数のデバイスに送信されるべきでないと判断することがで
きる。
【００４０】
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　さらに、触覚通知メッセージ２３０が１つ又は複数のデバイスに送信されるべきである
場合、触覚通知通信システムは、ネットワーク内に登録されているどのデバイス（複数の
場合もある）が触覚通知メッセージ２３０を受信すべきかも判断することができる。幾つ
かの特定の実施形態では、触覚通知通信システムは、触覚通知メッセージ２３０内に含ま
れる１つ又は複数の触覚通知デバイス識別子を取り出すことができ、１つ又は複数の触覚
通知デバイス識別子によって一意に識別される１つ又は複数の触覚通知デバイスに触覚通
知メッセージ２３０を送信するものと更に判断することができる。図示した実施形態では
、触覚通知通信システムは、触覚通知デバイス２２０を一意に識別する触覚通知デバイス
識別子を触覚通知メッセージ２３０から取り出すことができ、触覚通知メッセージ２３０
を触覚通知デバイス２２０に送信するものと判断することができる。付加的に又は代替的
に、触覚通知通信システムは、触覚通知メッセージ２３０内に含まれる１つ又は複数の電
動器具識別子を取り出すことができ、１つ又は複数の電動器具識別子によって一意に識別
される１つ又は複数の電動器具に触覚通知メッセージ２３０を送信するものと更に判断す
ることができる。代替の実施形態では、触覚通知通信システムは、受信された通知タイプ
識別子に基づいて触覚通知メッセージ２３０の通知タイプを更に判断することができ、触
覚通知メッセージの通知タイプに基づいて１つ又は複数の触覚通知デバイス及び／又は１
つ又は複数の電動器具に触覚通知メッセージ２３０を送信するものと更に判断することが
できる。図示した実施形態では、触覚通知通信システムは、触覚通知メッセージの通知タ
イプを識別する通知タイプ識別子を触覚通知メッセージ２３０から取り出すことができ、
通知タイプが、触覚通知メッセージが触覚通知デバイス２２０に送信されるべきであるこ
とを示すものと更に判断することができ、触覚通知メッセージ２３０を触覚通知デバイス
２２０に送信するものと更に判断することができる。
【００４１】
　触覚通知通信システムは、触覚通知メッセージ２３０が触覚通知デバイス２２０に送信
されるべきであると判断すると、触覚通知メッセージ２３０を触覚通知デバイス２２０に
ネットワークを介して送信する。触覚通知デバイス２２０は、通信デバイス２２２を介し
て触覚通知メッセージ２３０を受信すると、ユーザーが体験することができる触覚通知を
生成する。より具体的に言えば、触覚通知デバイス２２０のプロセッサ２２１は、触覚信
号を生成し、この触覚信号をアクチュエーター２２４に送信し、アクチュエーター２２４
に１つ又は複数の触覚効果を生成させる。例示の触覚効果は、触覚通知デバイス２２０内
に振動を引き起こす振動触覚効果、触覚通知デバイス２２０内に変形を引き起こす変形触
覚効果、又は触覚通知デバイス２００に印加される力を引き起こす静電摩擦触覚効果を含
む。１つの実施形態では、プロセッサ２２１は、触覚通知メッセージ２３０の通知タイプ
に基づいて、アクチュエーター２２４に１つ又は複数の特定の触覚効果を生成させること
ができる。
【００４２】
　代替の実施形態では、電動器具２１０は、通信デバイス２１２を介して触覚通知メッセ
ージ２３０を送信するのではなく、受信することができる。この代替の実施形態では、電
動器具２１０は、ユーザーが体験することができる触覚通知を生成することができる。よ
り具体的に言えば、電動器具２１０のプロセッサ２１１は、触覚信号を生成し、この触覚
信号をアクチュエーター２１４に送信し、アクチュエーター２１４に１つ又は複数の触覚
効果を生成させる。例示の触覚効果は、電動器具２１０内（例えば、電動器具２１０のモ
ーター内又は取っ手内）に振動を引き起こす振動触覚効果、電動器具２１０内（例えば、
電動器具２１０の取っ手内）に変形を引き起こす変形触覚効果、又は電動器具２１０（例
えば、電動器具２１０の取っ手内）に印加される力を引き起こす静電摩擦触覚効果を含む
。１つの実施形態では、プロセッサ２１１は、触覚通知メッセージ２３０の通知タイプに
基づいて、アクチュエーター２１４に１つ又は複数の特定の触覚効果を生成させることが
できる。
【００４３】
　このため、一例示の実施形態によれば、複数のユーザーが特定のネットワークに登録さ
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れる。この登録は、ネットワークの指定されたカバレッジ内にそれらのユーザーが存在す
ることに基づいて行うことができる。より具体的に言えば、各ユーザーは、そのユーザー
の好ましい触覚通知デバイス（例えば、モバイルデバイス、ウェアラブルデバイス等）を
通じて登録することができる。各ユーザーは、対応する触覚通知デバイスを所有し、各触
覚通知デバイスは、一意の触覚通知デバイス識別子を用いてネットワークに登録される。
ユーザーが作業しているとき、電動器具（例えば、ジャックハンマー）によって引き起こ
される安全上の問題も、当該電動器具によって検出される。電動器具は、この安全上の問
題に関してユーザーに警告する触覚通知メッセージを、ネットワークに登録されたユーザ
ーに送信することができる。ネットワーク内に登録された各ユーザーは、この安全上の問
題をユーザーに知らせる触覚通知を自身の好ましい触覚通知デバイス上で受け取ることが
できる。
【００４４】
　別の例示の実施形態によれば、第１のユーザー、第２のユーザー、及び第３のユーザー
が、建設現場内で単一の電動器具（例えば、電動ノコギリ）を共有することができる。こ
れらの第１のユーザー、第２のユーザー、及び第３のユーザーはそれぞれ、ネットワーク
に登録された触覚通知デバイスも所有する。電動器具のバッテリーが切れかかっているこ
とを当該電動器具が検出すると、電動器具は、ネットワーク内の第１のユーザー、第２の
ユーザー、及び第３のユーザーの触覚通知デバイスに触覚通知メッセージを送信すること
ができる。各触覚通知デバイスは、第１のユーザー、第２のユーザー、及び第３のユーザ
ーによって体験される触覚通知を生成することができる。
【００４５】
　別の例示の実施形態によれば、第１のユーザーは、電動器具（例えば、電気ドリル）を
用いて木片に電動で穴を開けており、第２のユーザーは、この木片を他方の側面から着色
しており、この電動器具、第１のユーザー、及び第２のユーザーは、ネットワーク内で接
続されている。電動器具は、木片の厚さを検出することができ、電動器具のコンポーネン
ト（例えば、ドリルビット）が木片の他方の側面まで貫通する前に、木片の端に到達する
ときを判断することができる。電動器具までの２人のユーザーの近接性に基づいて、電動
器具は、木片の他方の側面にまもなく貫通しようとしているとき、２人のユーザーに触覚
通知メッセージを送信することを決定することができる。電動器具は、この触覚通知メッ
セージをネットワーク上の他のユーザーに送信する必要はないと判断することができる。
なぜならば、電動器具に対する他のユーザーの近接性は、それらの他のユーザーが、電動
器具が木片の他方の側面に貫通することによる影響を受けるほどのものではないからであ
る。この触覚通知メッセージに基づいて、第１のユーザーは、電動器具の取っ手を介して
触覚通知を受け取ることができ、第２のユーザーは、ウェアラブルデバイスを介して別個
の触覚通知を受け取ることができる。この例示の実施形態では、第１のユーザーは、この
触覚通知の受け取りに応答して穴開けを停止することができ、第２のユーザーは、この触
覚通知の受け取りに応答して、ドリルビットが木片の他方の側面に到達した場合の事前の
措置を講じることができる。
【００４６】
　図３は、本発明の一実施形態による触覚通知通信モジュール（図１の触覚通知通信モジ
ュール１６等）の機能のフロー図を示している。１つの実施形態では、図３の機能は、メ
モリ又は他のコンピューター可読媒体若しくは有形媒体に記憶され、プロセッサによって
実行されるソフトウェアによって実施される。他の実施形態では、この機能は、ハードウ
ェアによって（例えば、特定用途向け集積回路（「ＡＳＩＣ」）、プログラマブルゲート
アレイ（「ＰＧＡ」）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（「ＦＰＧＡ」）等の使
用によって）実行することもできるし、ハードウェア及びソフトウェアの任意の組み合わ
せによって実行することもできる。幾つかの特定の実施形態では、機能の一部は省略する
ことができる。
【００４７】
　フローが開始し、３１０に進む。３１０において、１つ又は複数の電動器具がネットワ
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ークに登録される。幾つかの特定の実施形態では、１つ又は複数の一意の電動器具識別子
をこれらの１つ又は複数の電動器具に割り当てることができる。さらに、これらの実施形
態のうちの幾つかでは、電動器具識別子は、電動器具のＩＰアドレスとすることができる
。またさらに、これらの実施形態のうちの幾つかでは、電動器具は、電気ドリル、電動ノ
コギリ、電動釘打ちガン、電動ナイフ、又は電動ハンマーのうちの１つとすることができ
る。フローは、その後、３２０に進む。
【００４８】
　３２０において、１つ又は複数の触覚通知デバイスがネットワークに登録される。幾つ
かの特定の実施形態では、１つ又は複数の一意の触覚通知デバイス識別子をこれらの１つ
又は複数の触覚通知デバイスに割り当てることができる。さらに、これらの実施形態のう
ちの幾つかでは、触覚通知デバイス識別子は、触覚通知デバイスのＩＰアドレスとするこ
とができる。またさらに、これらの実施形態のうちの幾つかでは、触覚通知デバイスは、
触覚効果を生成するように構成されたモバイルデバイス、触覚効果を生成するように構成
されたウェアラブルデバイス、又は別の電動器具のうちの１つとすることができる。フロ
ーは、その後、３３０に進む。
【００４９】
　３３０において、触覚通知メッセージが、ネットワーク内の１つ又は複数の電動器具の
うちの一電動器具から受信され、この触覚通知メッセージは、電動器具がイベントを検出
したことを示す。幾つかの特定の実施形態では、触覚通知メッセージは、通知識別子を含
むことができる。さらに、それらの実施形態のうちの幾つかでは、触覚通知メッセージは
、少なくとも１つの触覚通知デバイス識別子を更に含むことができる。またさらに、幾つ
かの特定の実施形態では、電動器具は、当該電動器具がイベントを検出したことに応答し
て触覚通知を生成することもできる。幾つかの実施形態では、このイベントは、電動器具
若しくは電動器具のコンポーネントの１つ若しくは複数の特性の変化、電動器具の目標距
離への運動、電動器具の所定の距離内での物体の出現、電動器具の対象動作に対する電動
器具のコンポーネントのサイズの不一致、又は電動器具の所定の距離内でのユーザーの出
現のうちの１つとすることができる。フローは、その後、３４０に進む。
【００５０】
　３４０において、触覚通知メッセージがネットワーク内の１つ又は複数の触覚通知デバ
イスのうちの少なくとも１つの触覚通知デバイスに送信されることを要する触覚通知メッ
セージであるか否かが判断される。幾つかの特定の実施形態では、触覚通知メッセージの
通知タイプを、触覚通知メッセージ内に含まれる通知識別子に基づいて判断することがで
きる。さらに、通知タイプが１つ又は複数の通知タイプの所定のセット内にあるか否かを
判断することができる。またさらに、幾つかの実施形態では、触覚通知メッセージ内に含
まれる少なくとも１つの触覚通知デバイス識別子に基づいて、少なくとも１つの触覚通知
デバイスがネットワークに登録されているか否かを判断することができる。フローは、そ
の後、３５０に進む。
【００５１】
　３５０において、触覚通知メッセージが少なくとも１つの触覚通知デバイスに送信され
ることを要する触覚通知メッセージであるとの判断に応答して、この触覚通知メッセージ
は、ネットワークを用いて少なくとも１つの触覚通知デバイスに送信される。少なくとも
１つの触覚通知デバイスは、触覚通知メッセージの受信に応答して触覚通知を生成する。
幾つかの特定の実施形態では、触覚通知は触覚効果を含む。さらに、これらの実施形態の
うちの幾つかでは、触覚効果は通知タイプに基づくことができる。またさらに、これらの
実施形態のうちの幾つかでは、触覚効果は、振動触覚効果、変形触覚効果、又は静電摩擦
触覚効果のうちの１つとすることができる。さらに、幾つかの実施形態では、触覚通知メ
ッセージは、ネットワークを用いて１つ又は複数の電動器具のうちの少なくとも１つの他
の電動器具に送信することができる。これらの実施形態では、この少なくとも１つの他の
電動器具は、触覚通知メッセージの受信に応答して触覚通知を生成することができる。フ
ローは、その後、終了する。
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　このように、一実施形態によれば、触覚通知通信システムが、１つ又は複数の電動器具
によって生成された触覚通知メッセージのネットワークを介した１つ又は複数のデバイス
への通信を容易にするとともに、１つ又は複数のデバイスを用いて１人又は複数人のユー
ザーによって体験される触覚通知を容易にする枠組みを提供することができる。本触覚通
知通信システムは、１つ又は複数の電動器具による特定のイベントの検出に基づいて特定
のデバイスへの触覚通知メッセージの伝播を更に制御することができる。１つの実施形態
では、本触覚通知通信システムは、電動器具のユーザーがより容易に協働作業することを
可能にすることができる。例えば、同じプロジェクトに取り組んでいるが、互いに大きく
離れた距離に位置しているそれぞれ異なるユーザーは、自身の作業環境が騒がしく、口頭
での伝達が実施可能でないときであっても協働作業することができ、作業をいつ開始又は
停止するかについて互いに協調することができる。さらに、複数の電動器具をユーザーは
容易に用いることができる。なぜならば、あらゆる新しい電動器具をネットワークに接続
し、特定のユーザーと関連付けることができるからである。このように、本触覚通知通信
システムは、散在した異なるロケーションにある複数の電動器具の使用を容易にすること
ができる。
【００５３】
　本明細書全体を通じて説明した本発明の特徴、構造、又は特性は、１つ又は複数の実施
形態において任意の適した方法で組み合わせることができる。例えば、本明細書全体を通
じて、「１つの実施形態」、「幾つかの実施形態」、「或る特定の実施形態」、「幾つか
の特定の実施形態」、又は他の同様の文言が用いられている場合、これは、その実施形態
に関して説明した特定の特徴、構造、又は特性を本発明の少なくとも１つの実施形態に含
めることができることを指している。このように、本明細書全体を通じて「１つの実施形
態」、「幾つかの実施形態」、「或る特定の実施形態」、「幾つかの特定の実施形態」と
いうフレーズ、又は他の同様の文言が登場している場合、これは、必ずしも全て同じ実施
形態のグループを指しているとは限らず、説明した特徴、構造、又は特性は、１つ又は複
数の実施形態において任意の適した方法で組み合わせることができる。
【００５４】
　当業者であれば、上記で論述した本発明は、異なる順序のステップ及び／又は開示した
ものと異なる構成による要素を用いて実施することができることを容易に理解するであろ
う。したがって、これらの好ましい実施形態に基づいて本発明を説明してきたが、本発明
の趣旨及び範囲内にあることを保ちつつ、幾つかの特定の変更、変形、及び代替の構成が
明らかであるが当業者には明白であろう。したがって、本発明の境界及び範囲を判断する
には、添付の特許請求の範囲が参照されるべきである。
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